


狂
きょう

言
げん

って？

狂狂
きょう

言言
げん

は、は、今今
いま

から 650から 650 年年
ねん

前前
まえ

にに出出
で

来来
き

たおたお芝芝
しば

居居
い

です。「です。「日日
にち

常常
じょう

のおかしさ」をのおかしさ」を強強
きょう

調調
ちょう

しし

てて演演
えん

じているのがじているのが特特
とく

徴徴
ちょう

のの日日
に

本本
ほん

のの伝伝
でん

統統
とう

芸芸
げい

能能
のう

です。です。現現
げん

存存
ぞん

するする世世
せ

界界
かい

最最
さい

古古
こ

のの演演
えん

劇劇
げき

で、で、

現現
げん

代代
だい

でいうコントであり「でいうコントであり「笑笑
わら

いのいの芸芸
げい

術術
じゅつ

」とも」とも言言
い

われます。われます。

狂
きょう

言
げん

の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

は？

歴歴
れき

史史
し

上上
じょう

のの有有
ゆう

名名
めい

なな人人
ひと

やや特特
とく

定定
てい

のの人人
じん

物物
ぶつ

はは出出
で

てきません。てきません。登登
とう

場場
じょう

人人
じん

物物
ぶつ

のの

多多
おお

くは、くは、近近
きん

所所
じょ

にに住住
す

むむ人人
ひと

、、地地
ち

方方
ほう

からから来来
き

たおたお金金
かね

持持
も

ちなど、どこにちなど、どこに

でもいそうなでもいそうな庶庶
しょ

民民
みん

です。です。上上
じょう

司司
し

とと部部
ぶ

下下
か

、、僧僧
そう

侶侶
りょ

やや山山
やま

伏伏
ぶし

、、夫夫
ふう

婦婦
ふ

など、など、

だいたいのだいたいの設設
せっ

定定
てい

やや肩肩
かた

書書
が

きがきが明明
あ

かされますが、かされますが、具具
ぐ

体体
たい

的的
てき

なな名名
な

前前
まえ

をを

名名
な

乗乗
の

ることはありません。ることはありません。

能
のう

舞
ぶ

台
たい

って？

能能
のう

楽楽
がく

（（能能
のう

とと狂狂
きょう

言言
げん

）が、）が、演演
えん

じられるじられる専専
せん

門門
もん

のの劇劇
げき

場場
じょう

です。です。松松
まつ

のの絵絵
え

は、は、背背
はい

景景
けい

ではなくではなく

シンボルになります。シンボルになります。能能
のう

楽楽
がく

堂堂
どう

にに描描
えが

かれかれ

ているている松松
まつ

は、は、奈奈
な

良良
ら

県県
けん

のの春春
か す が

日日大大
たい

社社
しゃ

にあるにある

影向（ようごう）の影向（ようごう）の松松
まつ

です。です。影影
よう

向向
ごう

とは、とは、

神神
かみ

様様
さま

がが松松
まつ

にに降降
お

りり立立
た

ったことをったことを言言
い

います。います。神神
かみ

様様
さま

であるである松松
まつ

がが客客
きゃく

席席
せき

側側
がわ

にあり、それにあり、それ

をを鏡鏡
かがみ

のようにのように映映
うつ

したのがしたのが鏡鏡
かがみ

板板
いた

です。です。狂狂
きょう

言言
げん

は、つまりは、つまり舞舞
ぶ

台台
たい

上上
じょう

のの役役
やく

者者
しゃ

はは観観
かん

客客
きゃく

ではでは

なくなく神神
かみ

に向かってに向かって演演
えん

じているのです。じているのです。
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能
のう

舞
ぶ

台
たい

の平
へい

面
めん

図
ず

四四
よん

本本
ほん

のの柱柱
はしら

にに囲囲
かこ

まれたまれた所所
ところ

をを本本
ほん

舞舞
ぶ

台台
たい

とと

呼呼
よ

びます。びます。三三
さん

間間
げん

（5.5（5.5mm
メートル

））四四
し

方方
ほう

のの

舞舞
ぶ

台台
たい

でで檜檜
ひのき

板板
いた

がが張張
は

られています。られています。床床
ゆか

下下
した

にはには壷壷
つぼ

がが設設
せっ

置置
ち

してありしてあり音音
おん

響響
きょう

効効
こう

果果
か

をを高高
たか

めています。めています。

　　　　　　　　　　舞舞
ぶ

台台
たい

後後
こう

方方
ほう

にに描描
えが

かれているかれている松松
まつ

のの背背
はい

景景
けい

。。

　　　　　　　　　　四四
よん

本本
ほん

のの柱柱
はしら

はそれぞれのはそれぞれの呼呼
よ

びび名名
な

があります。があります。四四
し

方方
ほう

をを現現
あらわ

しているもので、　　　　　　　　　しているもので、　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　春春
しゅん

夏夏
か

秋秋
しゅう

冬冬
とう

、、東東
とう

西西
ざい

南南
なん

北北
ぼく

をを表表
ひょう

現現
げん

しています。しています。

　　　　　　❶ シテ　　　　　　❶ シテ柱柱
ばしら

：シテ（：シテ（主主
しゅ

役役
やく

）がこの）がこの柱柱
はしら

のの近近
ちか

くにくに立立
た

っていることがっていることが多多
おお

いです。いです。

　　　　　　❷ 　　　　　　❷ 目目
め

付付
つけ

柱柱
ばしら

：：能能
のう

面面
めん

をつけをつけ視視
し

界界
かい

がが狭狭
せま

くなったくなった演演
えん

者者
じゃ

のの目目
め

印印
じるし

になるになる柱柱
はしら

です。です。

　　　　　　❸ ワキ　　　　　　❸ ワキ柱柱
ばしら

：ワキ（：ワキ（主主
しゅ

役役
やく

のの相相
あい

手手
て

役役
やく

）がこの）がこの柱柱
はしら

のそばにいることがのそばにいることが多多
おお

いです。いです。

　　　　　　❹ 　　　　　　❹ 笛笛
ふえ

　　柱柱
ばしら

：：器器
がっ

楽楽
き

をを演演
えん

奏奏
そう

するする笛笛
ふえ

方方
かた

がが近近
ちか

くにくに座座
すわ

るる柱柱
はしら

です。です。

　　　　　　　　　　橋橋
はし

掛掛
が

かりのかりの端端
はし

にある、5にある、5色色
しょく

のの幕幕
まく

です。このです。この幕幕
まく

がが開開
ひら

き、き、狂狂
きょう

言言
げん

師師
し

がが舞舞
ぶ

台台
たい

にに

　　　　　　　　　　　　登登
とう

場場
じょう

します。します。

  

　　　　　　　　　　演演
えん

者者
じゃ

が出入りするが出入りする通通
つう

路路
ろ

であり、であり、揚揚
あげ

幕幕
まく

からから本本
ほん

舞舞
ぶ

台台
たい

へとつながるへとつながる長長
なが

いい廊廊
ろう

下下
か

。。
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本本
ほん

舞舞
ぶ

台台
たい

後後
あと

座座
ざ

鏡鏡
かがみ

板板
いた

揚揚
あげ

幕幕
まく

一一
いち

ノノ松松
まつ

二二
に

ノノ松松
まつ三三

さん

ノノ松松
まつ

❶❶

❷❷

❹❹

❸❸

地地じ

謡謡う
た
い

座座ざ
白白し

ら

洲洲す

橋橋
はし

掛掛
が

かりかり

階階
きざはし

切切
きり

土土
ど

口口
ぐち

見見
けん

所所
しょ

鏡鏡
かがみ

のの間間
ま

本
ほん

舞
ぶ

台
たい

鏡
かがみ

　板
いた

　柱
はしら

　

揚
あげ

　幕
まく

橋
はし

掛
が

かり



名名
な

　　前前
まえ

　　大大
おお

藏藏
くら

基基
もと

誠誠
なり

誕誕
たん

生生
じょう

日日
び

　１９７９　１９７９年年
ねん

３３月月
がつ

３３日日
にち

星星
せい

　　座座
ざ

　うお　うお座座
ざ

出出
しゅっ

身身
しん

地地
ち

　　東東
とう

京京
きょう

血血
けつ

液液
えき

型型
がた

　　AA
エー

型型
がた

身身
しん

　　長長
ちょう

　1 ８３　1 ８３ｃｃ
センチ

ｍｍ
メートル

特特
とく

　　技技
ぎ

　　殺殺
た

陣陣
て

・ベース・サッカー・ベース・サッカー

２５２５世世
せい

大大
おお

蔵蔵
くら

彌彌
や

太太
た

郎郎
ろう

のの次次
じ

男男
なん

で２４で２４世世
せい

大大
おお

蔵蔵
くら

彌彌
や

右右
う

衛衛
え

門門
もん

とと父父
ちち

にに師師
し

事事
じ

。４。４歳歳
さい

８８ヶヶ
か

月月
げつ

でで

「「以以
い

呂呂
ろ

波波
は

」にて」にて初初
はつ

舞舞
ぶ

台台
たい

をを踏踏
ふ

み、み、今今
こん

日日
にち

まま

でに「でに「末末
すえ

広広
ひろ

がり」「がり」「那那
な

須須
す

のの語語
かたり

」「」「千千
ち

歳歳
とせ

」」

「「三三
さん

番番
ば

三三
そう

」「」「釣釣
つり

狐狐
ぎつね

」を」を被被
かず

くく※※。。小小
しょう

・・中中
ちゅう

・・

高高
こう

にに出出
で

向向
む

きき狂狂
きょう

言言
げん

をを楽楽
たの

しませるしませる学学
がっ

校校
こう

狂狂
きょう

言言
げん

をを展展
てん

開開
かい

しし若若
わか

いい世世
せ

代代
だい

にに伝伝
でん

統統
とう

芸芸
げい

能能
のう

のの楽楽
たの

しさをしさを伝伝
つた

える。そのえる。その独独
どく

特特
とく

なトークでなトークで今今
いま

まま

でになかったでになかった伝伝
でん

統統
とう

のの楽楽
たの

しみをしみを発発
はっ

見見
けん

出出
で

来来
き

るとると生生
せい

徒徒
と

達達
たち

からもからも人人
にん

気気
き

がある。がある。

※※被被
かず

く：く：能能
のうがく

楽楽のの修修
しゅぎょう

行行のの節節
ふし

目目
め

となるとなる曲曲
きょく

をを初初
はじ

めてめて披披
ひ

露露
ろう

するというするという意意
い

味味
み

のの能能
のうがく

楽楽独独
どく

特特
とく

のの用用
よう

語語
ご

知
し

っていますか？ ～１０月
がつ

１
ついたち

日は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です～ 

１９７７１９７７年年
ねん

にユネスコのにユネスコの要要
よう

請請
せい

でで設設
せつ

立立
りつ

されたされた国国
こく

際際
さい

音音
おん

楽楽
がく

評評
ひょう

議議
ぎ

会会
かい

というという会会
かい

議議
ぎ

で , で , 翌翌
よく

年年
とし

の１９７８の１９７８年年
ねん

からから毎毎
まい

年年
とし

１０１０月月
がつ

１１
ついたち

日日を , を , 世世
せ

界界
かい

のの人人
ひと

々々
びと

がが音音
おん

楽楽
がく

をを通通
つう

じておじてお互互
たが

いにいに

仲仲
なか

良良
よ

くなりくなり交交
こう

流流
りゅう

をを深深
ふか

めていくために「めていくために「国国
こく

際際
さい

音音
おん

楽楽
がく

のの日日
ひ

」とすることにしました。」とすることにしました。

日日
に

本本
ほん

では , １９９４では , １９９４年年
ねん

から毎年１０から毎年１０月月
がつ

１１
ついたち

日日を「を「国国
こく

際際
さい

音音
おん

楽楽
がく

のの日日
ひ

」と」と定定
さだ

めています。めています。
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講講
こう

師師
し

：：大大
おお

藏藏
くら

基基
もと

誠誠
なり

講講
こう

師師
し
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